



択肢の評価（Evaluation of China’s Energy Strategy Options）」の報告書1）によると、「中国






































































台数が 1805万台であり、昨年より 32.37％増加した。生産された自動車が 1826万 4700台


























































　アメリカ政府は、2009年 1月に、「プラグイン・ハイブリッド車を 2015年までに 100
万台普及」という戦略を発表した3）。また、クリーンエネルギーに今後 10年で 1500億ド










































































































































































































ェアが 66.0％であり、中国は 13.9％、韓国は 12.2％。しかし 2010年度には日系メー











中国からの輸入に頼っている。Mineral Commodity Summaries 2011のデータ9）によると、
世界のレアアース総埋蔵量 1億 1000万トンのうち、中国は 5割ほどを占めており、世界















0.64元として計算すると、100kmで全部 18kWh×0.64元 /kWh＝11.52元（約 172.8円）し
かかからない。3）一方、現在中国全国で走っている捷達タクシーが 100kmを走行するのに




























国国家統計局のデータによると、2010年 1月～ 11月の 11ケ月の中国の総発電量は、3兆









万 kW）から 120GW（1億 2000万 kW）に引き上げることを発表した12）。中国資源総合
利用協会再生可能エネルギー専門委員会などがまとめた「中国風電発展報告 2010」は、
2020年における風力発電設備容量を楽観的な予測で 2億 kW、2030年には 3億 kWに達



























 1）　NEDO海外レポート NO. 968（2005/11/30）「【省エネルギー特集】中国のエネルギー戦略の評価」 
http://www.nedo.go.jp/kankobutsu/report/968/968-07.pdf（アクセス 2011/02/07）
 2）　富士経済 GROUP　（2009/5/8）　第 09040号「環境優先時代に向けてハイブリッド車・電気自動
車 が し の ぎ を 削 る HEV, EV 関 連 市 場 を 調 査 」http://www.group.fuji-keizai.co.jp/press/
pdf/090508_09040.pdf（アクセス 2010/05/19）
















　 　　　自動車販売量も 6年間で民族系メーカーの No.2まで成長した。 
　2010年 3月、ベンツと電気自動車分野に関する提携が明確になった。
 8）　yahooニュース http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a=20110114-00000022-rbb-sci（アクセス 2011/01/14）






















［ 1］エコカーとは http://ecocar-tax.com/diary/kate4/index.html（アクセス 2010/05/19）
［ 2］日経 Automotive Technology 雑誌ブログ『「2020年には新車の 50％が EV/HEV」、対応を迫られる
自動車メーカー』http://techon.nikkeibp.co.jp/article/TOPCOL/20100413/181819/　（アクセス
2010/07/06）
［ 3］中国情報ハンドブック 2009年版（株）蒼蒼社『中国におけるエネルギー消費量の推移（標準炭換
算：万トン）』http://www.eic.or.jp/library/pickup/pu100423.html（アクセス 2010/11/19）
［ 4］『次世代自動車戦略 2010（2020年・2030年普及見通し／政府目標）』http://www.meti.go.jp/press
/20100412002/20100412002-2.pdf（アクセス 2010/07/06）
